
評価・育成システム改革ワニキンググルァプ (第 6回 )

と き 平成 24年 6月 8日 |(金) 午後 3時 30分
～

どころ 府庁別館 5階 委員会議室

(次第)     :

1 児童・生徒 0保護者による授業アンケー トについて (案).

[小学校、中学校]       
‐ ‐     ｀

.

2 授業評価を踏まえた教員評価と指導が不適切な教員との

整合性について

3'その他   I

4 次国の開催日程等について



配布資料・

【資料 1】  授業評価を含む教員評価について (案 )

【資料2】  評価・育成シ不テムにおける児童・生徒●保護者への  ′

アンケー トの考え方

【資料 3】  評価ち育成システムにおける小学校での家庭配布アンケート

.・      [ア ンケート実施イメージ (案 )]

【資料 4】  評価・育成システムにおける中学校での家庭配布アンケート

[ア ンケート実施イメージ (案)]

【資料 5】 年評価・育成ジステムにおける中学校での家庭配布アンケート

[ア ンケート実施イメージ (案)]

⌒    【資料6】  「指導が不適切な教員」への支援′。対応フロー図

≪参考資料≫

―       平成24年 5月 18日付け教委職人第 13・10号

「指導が不適切である教員に関する記録について (通知)」

【資料7】  「授業評価を含む教員評価」と「指導が不適切な教員」

との整合性について (案 )

【資料 8】 授業評価ガイドライン (改訂版)抜粋 ≪未定稿≫
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rミ *12

・
評価・育成システムにおける児童“生徒・保護者へのアンケートの考え方

児童・ 生徒・保護者の視点で教員の日々の授業の質をFo3う ことは必要。ただし、授業の構成や発間、板書等の指導技術

の評価には教育の専P5性が必要なため、児童・生徒の日常の授業に対する満足度を基本に保護者の意見も含めたアンケート

調査を実施するも

〇アンケートは保護者あてに各家庭に配布し、記名して提出してもらう。

01学期と2学期に各 1回実施する。(期末懇談前に配布臥 費談での来校8吉に校長室前の回収箱等に提出する等を想定

○アンケートは指導技術等の良し悪しを間うのではなく、授業を受けた結果としての満足度を間うものとする。

○小学校は、児童に直接質問するのではなく、保護者を対象に、我が子の普段の様子、授業参観時の教室の様子等を参考にして

授業に対する意見を回答してもらう。

中学校は、生徒の授業満足度を問う質問とともに、保護者を対象|ご、我が子の回答内容や警段の様子、授業参観8書の教室の様子

等を参考にして授業に対する意見を回答してもらう。

○各学校の判断で適切な観点・質問項目を設
宇
することとするが、府教委の示t/た観点 (下記の必須観点曰 参照)は必須とする。

○学年による発達段階の違いや教科の特性による好き嫌い等の差異があるので、アンケートによる全教員の一律の定量的評価は

せず、‐特段に低い評価が集中する教員 (「クラスの半数以上が最低評価をつけている」。「複数の保護者から根拠の明確な批判が

ある」等)の教員について、校長が授業観察等をおこない、重点的に評価・育成すべき教員を選定するものとする。

アンケートの必須観点等について

※小学校アンケートは、保護者対象なので、質問は「お子さまは、(OOのように)なっていますか」、「お子さまは、(00のように)思っていますか」

という表現に変更することが必要。            ｀

※中学校アンケート及び小学校アンケートの専科授業部分については、各教科の特性によつて質問の表現の変更が必要。

(例 :体育 「わかるようになつたJ→「できるようになったJ 音楽「質問や発表」→「質問や演奏」・̈ 等)

※各学校での独自観点は、各校のめざす授業の実現への評価等が想定される。

【観点例】活動の場面の構成

【質問例】「あなたは授業中じつくり考える時間がありましたか」。「あなたは授業中発表する機会が多いですか」。「あなたは授業中、他の子と

話し合う機会が多いですか」・「授業中に家で勉強する方法を教えてもらえますか」・…等

必須観点 (案 ) 質問例 (※各観点に則つて、各学校で 1～3間程度設定 )

興味・ 関心・ 意欲の向上

あなたは、授業を受けて、その教科の内容をもつと学習しようと思いますか

授業の中で、あなたが興味や関心をもてる内容がありますか
…等

学習内容の習得

あなたは、授業を受けて、その教科の内容はわかるようになりましたか

あなたは、授業でやるべきことがよ<わかつていますか

l受業の中での説明や質問の言葉は、あなたにとつてゎかりやすいですか
黒板に書かれた内容や見せてもらう資料は、あなたにとつてわかりやすいですか…等

個の状況に応じた支援

あなたが教科の内容がわからないとき、そのことについて教えてもらえますか

あなたが教科の内容をもっと矢0りたいとき、そのことについて教えてもらえますか

l受業中、あなたが者えたり、作業したりしているとき、先生からア ドノヽイスしてもらえますか
,                                      …等

望ましい学習集団の育成

授業中は、あなたにとつて質Fo5や発表などがしやすい雰囲気ですか

授業は、あなたにとって学習しやすい雰囲気ですか
・・・

等

児童生徒への適切な評価
あなたが授業で頑張つたことをきちんと認めてもらえますか

…等

①



評価・育成 システムにおける小学校での家庭配布アンケー ト 資料 3

保護者の皆様ヘ

授業参観等でお気づきの点について、

【担任】

次のあてはまる欄に○をつけてください。

【担任外の教科 (

本校の各授業 (学習内容・ 授業の様子…3についてご意見をご記入ください。

※お子さまのふだんの様子や捜業参観等で気づかれたことを参考にご記入ください。

※できる限り、具体的 (教科名・状況。希望…等)にご記入ください。

そう思う
だいたい
そう思う

あまり
思わない そう思わない

興味・関心・意欲の向上
お子さまは、授業を受けて、その内容に興味や関心や意欲を

もつようになつていますか

学習内容の習得 お子さまは、授業の内容がわかるようになっていますか

個の状況にJuiした支援
お子さまは、授業でわからないときやもっと知りたいとき、その

ことについて教えてもらえていますか

望ましい学習集団の育成
お子さまは、授業は質問や発表などがしやすい雰囲気だと感

じていますか

児童生徒への適切な評価
お子さまは、授業で頑張ったことを認めてもらえたと思つてい

ますか  
‐

(各校の独自観点) お子さまは、OOOですか

そう思う
だいたい
そう思う

あまリ
思わない

そう思わない

興味・関心・意欲の向上
お子さまは、授業を受けて、その内容に興味や関心や意欲を

もつようになつていますか

学習内容の習得 お子さまは、授業の内容がわかるようになつていますか

個の状況に応した支援
お子さまは、授業でわからないときやもつと知りたいとき、その

ことについて教えてもらえていますか

望ましい学習集回の育成
お子さまは、授業は質問や発表などがしやすい雰囲気だと感

じていますか            ｀

児童生徒への適切な評価
お子さまは、授業で頑張つたことを認めてもらえたと思つてい

ますか           ・

(各校の独自観点) お子さまは、○○○ですか

①

○○市立□□小学校 年 組
児童氏名 保護者氏名

⑪



郷
小
〓
□
□
倒
儡
○
○

涸
‘
選

田

③

禦

購

３
“
０
臣

≦

寒

ミ

歴

い

“

ｅ

´

ｎ
臣
０
中

´
一
ｌＪ
＞

う
ｌＪ
ヽ

ｎ
”
ｎ
中

鋼囃|

複
．

胆 型
．

奪

二
“
傘
腫

‘
ｔ
Ｃ
旺

９
椰
ｅ

ｒ

圧

ｆ

ヽ

二
製
３
製

０
腫
０
中

駐

□

番

熱

″
い
一

凛

ａ
ｂ
ｐ
ｏ
ｏ
壼
製
長
£

′）
二
紀
里
凛
轟
巾
（
長
騒
皿
ヨ
Ｃ
緊
巾
】
．０

琳駅珈卸岬駅編絆“
卸製鯛副終紳」脚］勇製い熙輿い岬】・ｏ

、３
“
傘
腫

≦

長

ミ

旺

Ｄ

稲

ｅ

,

二lr

口田:

S'C
Щヽ

ｎ
田
ｎ
Ⅳ

。Ｓ
悧
製
Ｖ
）
Ｄ
く
朧
脚

眠
腰
ｌＪ
）
■
０
里
（帥
‥
串
距
Ｃ
縦
堅

・
Ю
Ｒ
剛
絲
）器
駆
巾
Ｃ
経
Ｋ
．ト

句
轡
誦
眠
９
囮
凱

′埜
３
縦
堅
巾

【怪
胴
Ｃ
口
班
知
絲
二
Ｄ
椰
馴
】
．ヾ

蘊
轟
Ｃ
中

′）
埜
眠
脚
絣
熙

【＝
回
Ｃ
さ
鞭

・
コ
肛

・
さ
獣
】
．▼

く
く
０
和
ｅ
翠
期

・
細
柵
雌

）
Ｄ
Ｋ
朧
里
（帥
…
剛
絆

・
∝
≦

・
叩
葎
縣
）８
Ｋ
叫

′９
堅
Ю
Ю
）
※

。二
Ю
製
∨
）
Ｄ

り
抑
総
即
榊
騒
総
器
興

′ホ
距
Ｃ
く
製
●

′ｍ
回
Ｃ
０
２

▼

脚
増
ＩＪ
製
０
懸
優
）
器
興
巾

【軍
誌
癒

。３
抱
製
∨
く
朧
ｌＪ
脚
眠
順
ＩＪ
Ｏ
）
■
〇
二
佃
朧
籍

′壼
）
二
０
里
卜
囮

。二
Ю
製
Ｖ
）
む
０
脚
○
里
辱
Ю
悩
望
）
Ｒ
ｅ
０
２

）
胆
望
く
０
和
Ｃ
選
劉

。Ｓ
靱
製
Ｖ
κ
細
紀
旦
二
囮
巾
Ｃ
Ｆ
＾

′鋼
Ｃ
Ｓ
佃
鵬
紀
ν
ｕ
係
ＩＪ

。い
郡
Ｄ
韓
朧
紀
）
Ｄ
駆
里
器
堅
Ｃ
経
終

望
鮒
Ｃ
Ｏ
誌
轟
Ｃ
ψ

′）
む
剛
脚
靭
興
巾

【嘘
剛

ヽ
車
肛

ユ
ー
も
ハ
（
　

，ヽ固
製
Ｋ
Ｃ
ｐ
輝
朴
■
Ю
摯
鴇
里
く
卜
κ

′、
経
紅

・
暉
確



③

叩
菫
細
悧
墜

叩
】
翠
畑

璽

廿

郷
小
〓
□
□
倒
讐
○
○

当
Ю
椰
Ｐ

´
ＯЮ
理
Ｖ
Ｖ
Ｄ
Ｋ
田
里
榊
ゆ
却
炒
椰
籠
報
堅

′』
経
ｅ
く
■
６

″畑
回
ｅ
凛
孫
巾

．３
０
Ц
Ｖ
ν
Ｄ
く
朧

Ｎ
眠
腰
ｌＪ
）
３
０
型
Ｇ
Ψ
・』
穏
Ｃ
靭
興

・
約
壁
割
獅
）
「糾
堅
巾
ｅ
邸
Ｋ
」
※

鵬
紹

５
●
０
饉

Ｓ
“
埒

二

理
二
■

０
饉
０
中

凛
四

‘
苺
０
腱

い
“
ｅ

‘
理
‘
理

●
腱
ｎ
Ⅳ

ふ
轟

二
“
Ｏ
饉

顧i

‘
製
‘
理

ｎ
饉
ｎ
中

輌
却

‘
“
０
腱

Ｓ
“
埒

‘
口
‘
理

０
睫
０
や

鵬
□

‘
“
０
饉

Ｓ
市
総

‘
製
３
理

ｎ
”
い
や

■
，

＝
‘
圏
ヽ

，Ｃ
Ｈ
、
一翼
硼
人
ｒ

ｐ
拇
ｍ
ｃ
ｃ
〓
縣
ｃ
中

′ν
む
Ц
脚
霧
堅

す

約
C
e
薫晏
SS

‡]
"興

粂
い
稲
Ｒ
Ｆ
ギ
ν
バ
網

ν
３
０
里
増
ＩＪ
ｅ
中

′冊
Ｊ
‘
製
９
鼠
Ｊ
。

Ｐ
，

側
Ｕ
二
珈
い
魚
や
ヽ
約
Ｃ
ｅ
露
緊

∞

漁
，

ル
覇
匡
自
二
わ

，
Ｄ
晏
■
壼
誦
ば

，
廻
置

望́
０
靭
墾
Ю

ヾ

晏

お

＝

Ⅸ

ｒ

Ｉ

卜

‘

目

Ｊ
く
Ю
榊
脚
Ｕ
ＩＪ
曖
０
惑
贋
Ⅳ
繋
当
ｍ
．Ю

（嘔
騒
硼
薫
Ｃ
輝
巾
）

慶

ぶ

Ｓ
“
０
■

Ｓ
“
ｅ

ｓ
ｕ
‘
ｕ

ｎ
腱
０
中

燿

暉

‘
“
０
饉

Ｓ
“
埒

‘
製
‘
ｕ

ｎ
饉
０
中

偉

冊

‘
饉
０
饉

Ｓ
“
彎

‘
型
‘
撻

ｎ
腱
ｎ
ヤ

０
い
悩
‘
硬
測
Ｏ
馬
Ｄ
印
番
劇
ぃ

ｐ
即
細
留
ｅ
碑
縣
ｅ
ｗ

夕
ν
む
嘔
脚
報
堅

｝

色
駒
趣
ｅ
直
緊
ｅ
中

）́
蟄
嘔
や
絲
堅
輌
．図

負
い
稲
ぺ
゛
∫
ν
ぺ
照
）

■
０
里
期
り
ｅ
中

．冊
Ｊ
二
理
ぬ
ν
Ｏ

，
対

ｏ
ｐ

，

冊
期
二
曝
側
Ｖ
●
畑
Ｃ
ｅ
〓
緊
．
ｏ

晏
，

Ｐ
憲
屋
部
≦
ト

，
Ｄ
為
鴫
苺
誦
駅

，
Ｅ
試

″■
０
絡
堅
嶋
．寸

ξ
●

＝

ネ
ｒ
∫

卜
Ｓ

日

Ｕ
く

０

側

や

０

け

製

ｏ
朕

層

Ｐ

霧

堅

巾
．
ゆ

（簑
騒
皿
ヨ
ｅ
緊
Ю
）

‘
“
０
嘔

Ｓ
“
ｅ

‘
製
‘
理

ｎ
距
０
中

〓
“
０
距

い
“
埒

一
率

‘
製
‘
理

ｎ
暉
ｎ
や

器

ｌＥ

‘
●
Ｃ
腱

０
“
Ｓ

‘
製
‘
理

０
籠
ｎ
や

条
わ
擬
３
震
民
ｒ
Ｉ
、
一園
Ц
ｔ
ｒ

ｐ
脚
駒
Ｃ
Ｏ
凛
轟
ｅ
中

）́
Ё
暉
却
報
堅
．ｒ

晏
製
Ｄ
＝
ｇ
姜
Ｌ
ｒ
資
Ｎ
■
ト

望
Ю
ζ
ｅ
蒸
緊
ｅ
中

′ν
む
嘔
や
鑑
堅
巾
．Ｎ

３
０
り
せ
口
ｅ
や

′制
Ｊ
ｓ
製
ぬ
ν
ｏ

，
Ｕ

Ｏ
ｐ

，
榊
Ｊ
二
噸
Ю
ν
為
畑
ｇ
ｅ
露
緊
．め

,
D
為
」
噸
誦
釈
,

最〔

‡:
ヽ わ

０
い
部
κ
ｍ
押
Ｐ
Ｓ
罹

却
く
０
側
脚
０
り
製
０
惑
贋
Ｐ
縦
堅
巾
．ｏ

（簑
騒
佃
轟
Ｃ
緊
巾
）

。二
０
理
∨
く
朧
ｌＪ
脚
眠
硬
ｌＪ
Ｃ
Ｖ
■
Ｃ
Ｓ
佃
朧
紀

′色
）
■
０
旦

「器
邸
巾
Ｃ
邸
Ｋ
」
※

。Ｓ
Ю
製
Ｖ
）
壼
０
脚
○
旦
軽
Ю
部
壼
）
Ｓ
ｅ
凛
氣
巾
埜
く
０
蜘
Ｏ
選
胡

。二
Ю
製
Ｖ
べ
細
紀
里
Ｓ
囮
巾
ｅ
Ｆ
委

′月
Ｃ
ｓ
佃
朧
紀
）
製
騰
ｌＪ

。い
部
Ｄ
韓
朧
紀
）
Ｄ
躍
旦
器
騒
Ｃ
直
縣
Ｃ
慕
Ⅳ
ヾ
Ⅳ
Ｃ
経
終

＜
く
Ю
畑
Ｃ
選
畑



O lld漢 バ

れ
中饉
豪
鋼

経
半
Ｏ
者
霊
導
さ

・

沢
訳
Ｏ
く
い
ヽ
ロ

ヽ
墾
さ
製
つ
授
星
翠

国
Ｔ
Ｒ
翌
Ｏ
呵
轟
ド
洲
・

暉
製

Ｏ
＝
撃
窓
椰
さ
絆
響

囃

爾

Ｏ

彗

颯

民
Ｓ
Ｃ
導
さ
螢
駅

・

怪
準
Ｃ
懸
腱
準
さ

・

颯
訳
Ｏ
く
ヽ
ヽ

日
ヽ
準
Ｓ
掟
Ｄ
懺
望
翠

増

Ｒ́
選
Ｃ
呵
怒
悩
柵
・

（計
Ｋ
糠
彙

・
業
緊
燎
さ
こ
に
“
Ｒ
選
・

訃
撃
応
枷
さ
構
翠

図
―
口
心
彎
較
び駆
枢
ｅ
く

真
嘱
Ｏ
〓
科
さ
祭
糎
専
諸
国
ｏ
状
　
　
　
　
　
　
　
　
（

「嘔
轟
弱
ド
興
降
後
呻
理
」

‘
　

　

　

　

（

知
苺
　
Ю
む
К
二
緩
硬
せ
製
悩
Ｒ
翠
０
卜
撻
瓢
や
割
●
ｅ
冊
個
駅
〇

Ｓ
壇
降
ヽ
業
択
助
彙
０

製
Ｋ
ヽ
捏
業

・
記
最
Ｅ
Ｅ
掛
Ю
卜
露
ゼ
〓
轟
○

（華
挙
さ
ヽ
中

〓
鵬
鼠
寝
ぐ
肛
畑
）
　

や
Ю
〓
“
颯
頭
ヽ
情
ざ
Ｏ
働
彙
３
“
里

炒
準
卜
抑
さ
掛
編
′）
ｏ
彎
）
撫
二
姜
Ｗ
Ｐ
ヽ
劇
ＩＪ
Ｏ
こ
２
５
壇
や
崎
築
０
卜
鞍

二
選
ｕ
壼
区
回
駅

′駅
§

′Ｓ
製
‘
長
う
に
や
冊
撃
涸

Ｒ́
翌

′賦
賦
苺
出
■

輝
艘
０

「颯
薇
苺
Ｓ
口
Ｋ
築
絆
栗
」
０

（鐵
躍
颯
じ

贅
　
駆

イ
輝

■０
革
肛

（＝
撫
縦
雌
６
晨
撼
Ｅ
掛
）

ぐ
肛
爆
題
瀧

Ю
卜
霊
里
眠
肛
Ｏ
嘔
檬

ぐ
叫
絡
佃
轟
燦

さ 脚 騨 Ц O集 記

終く簗賦彗麟C牽く

“

謎製

玄 授 沢 涎 Oボ 製

¬
簗

=寵

IF

（＝
や
縦
雌
６
褻
係
Ｅ
掛
）

ф
肛
臨
Ｅ
謡

Ю
卜
〓
里
ぼ
嵌
Ｏ
嘔
轟

①



参考資料

教委職人第 1310号
平成 24年 5月 18日

府立学校 校長・准校長

教 職 員 人 事 課 長

指導が不適切である教員に関する記録について (通知)

このたび、別紙のとおり、指導が不適切な教員の校内における状況を記録する様式を作

成いたしました。                             `
この様式を活用いただき、所属職員が「指導が不適切」な状況にならないよう早期発見、

早期対応に努めるともに、府教育委員会と連携を取りながら適切に対応いただきますよう

お願いいたします。

【問合せ先】

大阪府教育委員会事務局教職員室

教職員人事課教員力向上支援グループ

TEl:06‐ 6941-035(大代表)内 7148

06‐ 6944‐7148(直通 )

様



教委職人第1310号
平 成 24年 5月 18日

各市町村教育委員会教育長 様

大阪府教育委員会教育長

指導が不適切である教員に関する記録について (通知)

このたび、別紙のとおり
｀
、指導が不適切な教員の校内における状況を記録する様式を作

成しました。                             ・

この様式を活用いただき、所属職員が「指導が不適切」な状況にならないよう早期発見、

早期対応に努めるともに、府教育委員会と連携を取りながら適切に対応いただきますよう

お願いいたします。           .

【問合せ先】           `
大阪府教育委員会事務局教職員室

教職員人事課教員力向上支援グループ

TEl:06L6941‐ 0351(大代表)内 7148

06‐ 6944‐ 7148(直 通 )
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‖ 生徒による授業評価の実施

高等学校授業評価ガイドライン (改訂版)床定稿卜抜粋

1 実施回数と実施時期

府立高校全校において、年 2回、生徒による授業評価を実施する。

授業評価の結果を授業改善につなげるためには、早い時期に授業評価を実施し、課題を洗い

出した上で改善方策を策定する必要がある。また、発見された課題に対し策定した改善方策を

踏まえ授業の実践を行つたうえで、授業の改善状況を検証することが重要となるため、6～ 7

月と11～ 12月 の年 2自授業アンケートを実施することとする。

【参考】「平成 23年度授業公開、授業アンケートに係る実施状況調査」結果

■生徒による授業アンケー トの実施回数と実施時期 (調査対象 154校 )
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3回以上実施 5校2回実施 52校1回実施 97校

1→ 1→ 2→ 2学期1→ 3学期

2→ 2学期

2→ 3学期

t*1学
期 (4月 ～7月 )、 2学期 (9月 ～12月 )、 3学期 (1月 ～3月 )



実施方法

■全教員について、担当する全クラスにおける授業アンケートを実施する。.

■校長・准校長が教員一人ひとりの評価結果を把握する。

授業評価の実施方法については、各教員がそれぞれの授業において実施する方法と、担任が

HRな どで一斉に実施する方法が考えられるが、いずれの場合においても、以下のような流れ

により、すべての教員について、担当する全クラスにおける授業アンケー トを実施するととも

に、校長・准校長が教員一人ひとりの評価結果を把握することとする。

授業アンケー トの集計については、ネットワークの活用やマークカー ドの使用、普通紙に印

刷したマークシマ トをドキ三メントスキヤナで読み取るシステムの使用などが普及しているの

で、これらを活用すると効果的な集計と分析資料の作成が可能である。また、効率的に集計す

るという観点から、集計担当が回答用紙をまとあて集め、教員ごとの集計及び学校全体や教科

ごとの集約を行うことが望ましい。

さらに、各授業での実施とHRなどでの実施については、以下の表のとおり、それぞれにメ

リット・デメリットがあるが、特にく生徒の負担軽減、一斉実施・集計の利点、評価の公平性

の担保などから、担任がHRな どで一斉に実施する方法が望ましい。

全教員が、それぞれの授業に

おいて授業評価を実施

各教員が集計し、

その結果を報告

各担任が集計し、

その結果を報告

ロアンケニ ト時間が多く、生徒の負担が大きい
=

■客観的な評価ができない可能性がある。

■授業に対する印象が強い中で評価できる。

■評価する時間に余裕をもつことができる。

■担任による実施・全教員分の二斉実施によ

り、公平性・匿名性を担保できる。

■集計・集約の負担軽減、紙の節約になる。

■一度に行う評価項目が多くなり、精度が下がる

可能性がある。

■評価が他の教員との比較になる可能性がある。

【参考】「平成 23年度授業公開、授業アンケー トに係る実施状況調査」結果

■生徒による授業アンケートの実施機会 (複数回答可)(調査対象 154校 )

こ.廿fi“
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①

公開授業 :5校



3 評価結果を授業改善につなげる取組

目学校全体や教科ごとに集約 し、その結果を全教員が共有する。

日各教員と各教科などが、授業の課題を洗い出し、改善方策を策定する。

評価結果を授業改善につなげるには、各教員が自らの授業の課題を分析・整理した上で、速

やかに改善計画を立てるとともに、各教科においても教科としての課題を把握した上で、授業

改善をめざした取組を進めるなど、学校全体として組織的に取り組むことが重要である。

(1)各教員の取組

授業を改善するには、各教員が評価結果 (個人票)を確認しながら自
.ら

の授業を振り返り、

課題を分析 。整理した上で、その課題に対する改善方策を策定することが不可欠である。

その取組を個人に任せるのではなく学校として組織的に進めるためには、校長・准校長が

評価結果報告書 (下例参照)な どを活用し授業改善の状況を把握するとともに、授業観察の

結果とあわせて授業に対する指導・助言を行うことが重要である。

3①



【振り返リシートの例】

授業振り返リシート ○月○日提出

曖}組織的な取組

授業評価の実施をより章義あるものにするには、評価結果を各授業者のみの課題で終わら

せることなく、教科全体の課題として教科会議で議論したり、学校全体の課題として校内研

修を実施したりするなど、全教員が評価結果と課題を共有し、その課題を解決するための改

善方策について検討することが求められる。

【参考】「平成 23年度授業公開、授業アンケー トに係る実施状況調査」結果

●集計の担当者 (調査対象 154校 )

各教科 :17校 , 教頭・首席等 :45校 , 分掌等担当 :42校

各教員:43校 , その他 :3校 , 集計せず :4′校

■集計の負担軽減のための対策 (調査対象 154校 )

マークカー ド :27校 , ドキュメントスキャナ :63校 , 特になし:55校

■評価結果の最終集約 (複数回答可)(調査対象 154校 )

教科ごと :75校 , 学年ごと :40校 , 各教員 :79校 , 学校全体 :85校

■改善方策の検討 (複数回答可)(調査対象 154校 )

全教員 (職員会議等):46校 , 教科ごと (教科会議):76校

学年ごと (学年会議):11校 , 各教員 199校

○月○日提出

4①



4 教員の評価・育成システムとの運動について

各校が行う授業アンケー トに、全校・全教員共通の質問項目を入れる。

生徒による授業アンケー トを教員の評価に活用するために、授業に対する総合評価として授

業満足度を測ることができる項目を入れることとする。

以下の授業アンケー ト項目は、講義形式・実技形式の参考例として作成したものである。

生徒自身の授業に対する自己評価項目 (質問 1・ 質問2)や、授業に対する生徒の評価項目

(質問 3～質問 7)については、各学校が生徒の実態及び教科・科目の特性に応じた評価項目

を設定すべきであるが、授業に対する生徒の満足度 (質問 8・ 質問9)については、
｀
全校・全

教員共通の質問項目とする。   ―



以下の回答用紙は、「GOMR」 (ド キュメントスキヤナを利用したマニクシー ト処理システ

ム)を利用して集計するために作成したものである。 (生徒一人ひとり個別の回答用紙を使用 )

【授業アンケ
=卜

回答用紙】

■
第 1回授業アンケート回答用紙 3年 1組  31銀

日 目鷹
=日

目日 目日目 日日
=目

1:ま つたくあてはまらない  2:あ まりあてはまらない
3:や やあてはまる      4:よ くあてはまる

日日8□ 菫目日日日‐目3日 目

受 けて良か つた と思 う授業が あれば書 いて ください (そ の電自 も , 改 善 しては しいと里 う摂葉が あれば書 いて くだ さい (そ の改善点 も)

現イt文 古 典 応用国語 世界史 B 日本史 B 数学 ‖

青木 石 橋 上 田 江 藤 加 藤 栗 本

1 rI z[] r[ a[ 1 1目 2日 3日 ,日 1 1日 233日 4E 1 IE 2日 3日 4日 1 132日 3日 4目 1 IE 2日 3日 43

lE 2E 3日 4目 2 1日 2日 3日 4E 1日 2日 3日 48 i日 2日 3日 4目 lE 2日 3日 4E 1日 2日 3日 4□

1日 2日 3日 4日 1日 2日 3日 4日 1日 2日 3日 4E 1日 2日 3日 4日 3 1目 2日 3日 4日 1日 2日 3日 4目

1日 2E3目 4日 1日 2日 3日 4日 4 1日 2日 3日 4目 182日 3日 ,日 4 l目 2日 3日 4目 4 i日 2日 3日 4日

1日 2日 3日 4日 1日 2日 3日 4日 182日 3日 4E lE 2日 384日 5 rI z[ t[ a[ 5 1日 2日 384日

1日 2E3日 4目 1目 2日 3日 4E i日 2日 3E4目 182日 3日 4日 6 1目 2日 334目 6 1日 2日 3日 4日

1日 2日 3日 4日 lE 2日 3日 4日 7 1日

'日

3日 4日 1日 2日 3日 4目 7 1日 2日 384日 7 1日 2日 3日 4E

1日 2□ 3日 4□ 1目 2日 3日 4E 1□ 2日 3日 4E IE 2日 3日 4目 8 1日 2日 3日 4目 1目 2日 3日 4日

1日 2E3日 4日 lE 2日 3日 4日
:

182日 3日 4目 1日 2E3日 4日 9 1目 2日 3日 4目 9 1日 2日 3日 4日

数学 B 数学‖ 化ミ声l 体育男 (球 技 1) 体育男 (球技 2) 体育男 (陸上)

佐 藤 佐藤 須 藤 辰 巳 立 石 津 山

1 182日 3日 4目 1 1日 2日 3日 4□ 1 1日 2日 3日 4呂 1 lE 2日 3日 4日 1 l目 2日 3日 4日 1 1日 2日 3E4日

1目 2日 3日 4目 2 iE 2日 3日 4E 1日 2日 3日 4目 lE 2日 3E4日 2 l口 2日 3日 4日 2 l日 2日 3E4E

3 1日 2E3日 4日 3 l目 2日 3日 4日 1日 2日 3日 4□ 1日 2日 3日 4目 3 1日 2日 3日 4日 3 1日 2日 384日

rI zI tI a[ l日 2日 3日 4日 4 1日 2日 3日 4E :日 2日 3日 4呂 4 182日 3E4日 4 lE 2日 3日 4E

lE 2E 3日 4目 5 1目 2日 3日 4日 1日 2日 1日 4日 lE 2日 3日 4日 5 1目

'日

3日 4E 5 1日 2日 384日

1日 2E3日 4目 6 1日 ζ日3日 4目 lE 2日 3日 4] lE 2日 3E4日 6 lE 2日 3日 4日 6 1目 2日 3日 4目

7 1日 2E_3日 4] 7 1日 2日 3日 4日 7 1日 2日 3E4目 lE 2E 3E 4目 7 lE 2日 3日 4日 7 1日 2日 3日 4日

1日 2E3日 4日 rI z[ t[ r[ 182日 3E4目 lE 2日 384目 8 1目 2日 3E4目 8 l日 2日 3日 4日

9 182E3日 4目 9 1日 2831]4目 182日 3日 4[] 1[12日 384目 9 1日 2日 3B4E 9 l目 2日 384目

英語 ‖ 応用英語

西 野 沼 田

1 :日 2E3日 4目 l 1日 2日 3日 4目 1 1日 233日 4□ 1 1日 2E3E4E 1 1日 2日 3日 4日 1 :日 2日 3日 4日

2 1日 2E3日 4目 2 1目 2日 3日 4目 1日 2日 3日 4日 1目 2日 3日 4日 2 lE 2日 3日 4目 2 lE2E3日 4日

3 182日 3日 4□ 3 1日 2日 3日 4目 rI z[ rI r[ lE 2日 3目 4E 3 lE 2日 3日 4日 3 1日 2日 3日 4日

4 1日 2E3E4目 4 lE 2日 3日 4E 1日 2日 3日 4日 lE 2日 3E4日 4 1日 2日 3日 4目 4 1日 2日 3日 4日

5 lE 2E唱 4ロ 5 l口 2日 j日 4E rI z[ t[ r[ 1日 2日 3日 4日 5 1日 2日 3日 4目 5 1日 2日 3日 4日

6 lE 2日 3日 4呂 6 1日 2日 3日 4目 1目 2E3日 4E 1日 2日 3E4E 1日 2日 3日 4日 6 1目 2日 3日 4目

7 1日 2E314目 7 1目 283日 4日 7 1日 2日 3日 4E 7 lE 2日 384日 7 lE 2日 31]4E 182日 384日

8 1日 2E3日 4E 8 1日 2日 3日 48 1日 2日 3日 4目 1日 2日 3日
1目

1日 2E3日 4日 1日 2日 3E4日

1日 2=3日 4日 1目 2日 3日 4E 9 1:2日 3日 4E 9 lE 2E 3日 4E 1目 2日 3日 4目 lE 2日 3日 4目

6 cD


